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慶
応
元
年
七
月
一
一
六
日
（
一
八
六
五
・
九
・
一
五
）
の
未
明
、
幕
府
派
遣
の
ロ
シ
ア
留
学
生
六
名
（
山
内
作
左
衛
門
倒
、
緒
方
城
次

号（。○目『ごつげ”勇士“の意、一七○○トン）は箱館を出帆し、｜路ロシアへと向った。（１）
郎
倒
、
市
川
文
吉
⑲
、
大
築
彦
五
郎
岡
、
田
中
次
郎
⑬
、
小
沢
漬
次
郎
⑬
）
を
乗
せ
た
ロ
シ
ア
海
軍
の
蒸
気
軍
艦
「
パ
ガ
テ
ィ
リ
」

同
艦
が
、
帰
国
の
途
次
、
長
崎
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
パ
タ
ビ
ァ
・
サ
ン
モ
ン
ズ
タ
ウ
ン
（
南
ア
フ
リ
カ
）
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
・

セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
を
経
て
、
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
リ
マ
ス
に
入
港
し
た
の
は
、
翌
慶
応
二
年
一
月
二
七
日
（
’
八
六
六
。
’
一
一
。
一
三
）
の

早
朝
の
こ
と
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
留
学
生
の
一
行
は
、
「
パ
ガ
テ
ィ
リ
」
号
が
つ
ぎ
の
寄
港
地
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に
寄
る
ま
で
の
約
一
一
週
間
、
港
町

プ
リ
マ
ス
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
最
初
の
日
々
を
す
ご
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
交
替
で
上
陸
す
る
と
、
町
中
の
銭
湯
（
”
蒸
し
風

呂
“
か
）
に
入
っ
た
り
、
散
策
や
買
物
を
し
た
り
、
芝
居
を
み
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
り
食
事
を
し
た
り
し
て
、
半
年
以
上
に
お
よ
ぶ

長
い
航
海
の
苦
労
を
い
や
し
た
の
で
あ
る
。

プ
リ
マ
ス
、
含
昌
目
＆
（
図
版
Ｉ
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
海
港
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
、
デ
ポ
ン
州
の
港

iｌ 幕
末
ロ
シ
ア
留
学
生
に
関
す
る
一
資
料

宮
永
孝
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現
在
の
プ
リ
マ
ス
は
、
他
の
イ
ギ
リ
ス
の
港
町
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
海
岸
保
養
地
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
と
し
て
知
ら
れ
、

産
業
と
し
て
は
食
品
。
造
船
・
衣
料
な
ど
が
盛
ん
な
よ
う
だ
。
こ
の
町
は
、
温
暖
な
気
候
と
美
し
い
湾
岸
風
景
に
め
ぐ
ま
れ
、
落
ち
つ
い

た
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。
港
湾
一
帯
を
遊
歩
道
が
取
り
ま
い
て
い
て
、
時
折
そ
こ
を
散
策
す
る
人
の
姿
が
ち
ら
ほ
ら
み
ら

れ
る
。
こ
こ
を
支
配
し
て
い
る
の
は
静
け
さ
で
あ
り
、
カ
モ
メ
の
鳴
き
声
で
あ
る
。

百
数
十
年
前
の
プ
リ
マ
ス
も
、
お
そ
ら
く
今
日
と
変
ら
ぬ
静
か
な
港
町
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
留
学
生
ら
は
、
朝
も
や
の
中

に
み
え
る
砲
台
（
「
ロ
イ
ヤ
ル
砦
」
）
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
風
の
町
並
み
と
そ
こ
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
人
煙
を
見
、
そ
ぞ
ろ
に
陸
上
の
生
活
を

町
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
西
南
西
三
六
四
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
る
。
今
日
の
人
口
は
約
二
六
万
（
一
九
八
○
年
）
で
あ
る
。
プ
リ
マ
ス
は

閖
中
世
以
来
、
漁
業
。
商
業
・
海
港
と
し
て
栄
え
、
一
四
世
紀
に
入
る
と
要
塞
化
さ
れ
、
海
軍
基
地
を
も
う
け
、
重
要
な
役
割
を
果
す
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
港
町
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
名
高
い
、
数
多
の
艦
船
の
出
帆
を
目
撃
し
て
い
る
。

一
五
七
七
年
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
レ
ー
ク
（
一
五
四
○
？
～
九
六
）
は
、
こ
の
港
か
ら
世
界
一
周
の
航
海
に
出
た
し
、
一
五
八
八
年
ス
ペ

イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
向
え
撃
つ
た
め
に
ハ
ゥ
ァ
ド
・
オ
ブ
。
エ
フ
ィ
ン
ガ
ム
卿
は
、
こ
こ
か
ら
出
帆
し
、
さ
ら
に
一
六
二
○
年
新
大
陸
へ

（
２
）
 

の
最
初
の
移
民
船
「
メ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」
ロ
万
も
、
当
地
を
さ
い
ご
の
寄
港
地
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
向
っ
た
。
そ
し
て
一
七
世
紀
以
来
、
半
島

の
西
岸
部
（
デ
ポ
ン
ポ
ー
ト
）
に
ド
ッ
ク
や
海
軍
基
地
が
つ
く
ら
れ
、
プ
リ
マ
ス
は
ま
す
ま
す
枢
要
の
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

一
九
一
四
年
デ
ポ
ン
ポ
ー
ト
、
ス
ト
ン
ハ
ウ
ス
、
プ
リ
マ
ス
の
三
都
市
が
合
併
さ
れ
、
そ
の
全
地
域
を
プ
リ
マ
ス
と
総
称
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
プ
リ
マ
ス
は
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
港
と
同
じ
よ
う
に
海
軍
工
廠
と
軍
港
の
所
在
地
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
か

（
３
）
 

ら
、
第
二
次
大
戦
中
、
延
べ
五
九
回
も
ド
イ
ツ
空
軍
に
よ
る
空
襲
を
彦
つ
け
、
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。
戦
乱
に
よ
り
プ
リ
マ
ス
の
町

並
み
は
一
変
し
た
。
今
、
往
時
を
想
い
お
こ
さ
せ
る
建
物
は
数
少
な
い
が
、
町
の
各
所
に
古
い
家
や
静
か
な
通
り
や
小
路
が
あ
っ
て
、
昔

の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
。



一
月
二
七
日
（
三
・
一
一
一
一
）
、
一
行
は
、
昼
食
に
生
の
食
用
肉
を
供
さ
れ
、
そ
れ
に
し
た
づ
っ
み
し
、
さ
ら
に
オ
レ
ン
ジ
を
食
べ
、
汚

れ
物
を
洗
濯
屋
に
出
し
た
。
二
八
日
の
午
後
、
一
行
は
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
以
来
六
三
日
ぶ
り
で
上
陸
し
、
大
地
の
感
触
を
あ
じ
わ
い
、
銭
湯

に
入
り
、
つ
も
る
あ
か
を
洗
い
お
と
し
た
。
市
川
と
緒
方
・
大
築
の
み
は
、
同
日
市
内
の
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
た
。
三
○
日
（
三
・
’
六
）
、

山
内
・
小
沢
・
田
中
ら
は
上
陸
す
る
と
、
「
ロ
イ
ヤ
ル
劇
場
」
（
図
版
Ⅱ
）
で
芝
居
を
観
、
そ
れ
よ
り
と
な
り
の
ホ
テ
ル
（
「
ロ
イ
ヤ
ル
・

ホ
テ
ル
」
？
）
で
一
泊
し
た
。
水
洗
ト
イ
レ
の
精
妙
さ
に
お
ど
ろ
く
。
二
月
二
日
（
三
・
一
八
）
、
市
川
と
大
築
は
、
再
び
上
陸
し
た
。

三
日
、
山
内
は
午
後
に
上
陸
し
、
下
着
・
手
袋
・
世
界
地
図
な
ど
を
求
め
た
。
四
日
（
三
・
二
○
）
、
大
築
と
田
中
は
上
陸
し
た
。
翌
五

日
の
午
後
、
大
築
は
再
び
上
陸
し
た
。
「
パ
ガ
テ
ィ
リ
」
号
で
は
、
石
炭
の
搬
入
が
は
じ
ま
る
。
六
日
（
一
一
一
・
二
二
）
、
夕
食
後
、
市
川
・

緒
方
・
大
築
ら
は
上
陸
す
る
と
、
銭
湯
に
行
く
。
同
夜
、
三
人
は
あ
ら
し
の
た
め
市
内
の
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
た
。
八
日
（
三
・
二
四
）
、

山
内
は
防
寒
服
と
ズ
ボ
ン
を
求
め
た
。

甥
二
月
九
日
（
三
・
一
一
五
）
の
未
明
、
「
パ
ガ
テ
ィ
リ
」
号
は
幕
生
六
名
を
の
せ
て
プ
リ
マ
ス
を
出
港
、
対
岸
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ェ
ル
ブ
ー

ー
ル
を
目
ざ
し
、
同
日
の
午
後
六
時
前
に
シ
ェ
ル
プ
ー
ル
（
図
版
Ⅲ
）
に
入
港
し
た
。
翌
一
○
日
（
’
一
一
・
一
一
六
）
、
一
行
六
名
は
、
案
内
役

鮒
の
ロ
シ
ア
士
官
と
と
も
に
上
陸
す
る
と
、
パ
リ
に
向
か
い
、
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
を
経
て
、
慶
応
二
年
一
一
月
一
六
日

錘
（
四
・
｜
）
の
午
後
、
雪
の
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
到
着
し
た
。
…
…

》
幕
末
の
ロ
シ
ア
留
学
生
に
関
す
る
海
外
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
ず
、
ま
し
て
や
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
今
日
に

赤
至
っ
て
い
る
。
が
、
筆
者
は
先
年
の
夏
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
若
干
二
次
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ

ロ未
と
に
す
る
。
そ
れ
は
英
紙
『
ザ
・
ラ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
国
⑯
田
・
ａ
・
夢
§
こ
＆
言
・
固
曽
「
、
ｍ
の
に
一
一
一

幕

回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事
で
あ
る
。

想
像
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
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同
紙
が
は
じ
め
て
幕
生
ら
の
記
事
を
掲
げ
た
の
は
、
一
八
六
六
年
三
月
一
七
日
の
こ
と
で
、

ャ
・
ポ
ー
チ
タ
」
す
な
わ
ち
『
ノ
ー
ザ
ン
・
ポ
ス
ト
」
紙
の
記
事
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
）
は
［
資
料
］
と
し
て
本
稿
の
さ
い
ご
に
掲
げ
た
。

白
セ
ー
グ
ュ
ル
ナ
ヤ
・
叙
Ｉ
チ
ク
ビ

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
の
『
ノ
ー
ザ
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。
「
昨
年
九
日
加
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
指
令
官

ク
イ
ク
ソ

（４巳）

イ
エ
ン
ド
グ
ロ
ウ
海
軍
少
将
の
招
き
に
よ
り
、
大
君
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
日
本
の
青
年
七
名
は
、
陸
海
軍
の
諸
術
の
各
分
野
を
学
ぶ
た
め
に
、
故
国
に

ク
イ
ク
ン

向
か
う
ロ
シ
ア
海
軍
の
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
”
パ
ガ
テ
ィ
リ
〃
号
に
乗
船
し
た
。
か
れ
ら
は
皆
、
大
君
の
宮
廷
に
お
け
る
有
力
者
の
子
弟
又
は
そ
の
縁
戚
で

（
Ｒ
ｕ
）
 

（〈、）

あ
り
、
パ
ガ
テ
ィ
リ
号
に
お
い
て
学
習
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
若
い
熱
吐
の
う
ち
四
名
は
、
江
一
Ｐ
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
英
語
・
フ

ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
と
い
っ
た
近
代
語
の
教
師
で
あ
っ
た
。
」

ロ
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
若
い
日
本
人
六
名
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
到
着
し
、
外
務
省
の
ア
ジ
ア
局
に
出
頭
し
た
。
『
北
の
ミ
ツ
バ
チ
』
紙

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
「
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
政
府
が
こ
れ
ら
の
若
者
を
派
遣
し
た
ね
ら
い
は
、
科
学
的
な
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う

ヨ
セ
ー
ゲ
巳
ル
ナ
ャ
・
プ
チ
ニ
ワ
巴

つ
い
で
同
年
五
月
一
○
口
ｕ
、
在
ハ
ン
ブ
ル
ク
特
派
員
は
、
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
の
「
北
の
ミ
ツ
バ
チ
』
紙
に
戦
っ
て
い
た
幕
生
に
関
す
る

記
事
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
本
紙
『
ザ
・
ラ
ン
ド
ン
。
ア
ン
ド
・
チ
ャ
イ
ナ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
に
送
り
、
さ
ら
に
同
紙
は
そ
れ
を
転
載

し
た
。

「
外
国
情
報
」
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
そ
の
他
－
－
本
紙
特
派
員
よ
り
ハ
ン
ブ
ル
ク
発
五
月
七
日

「
外
国
情
報
」
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
そ
の
他
ｌ
本
紙
特
派
員
よ
り
ハ
ン
ブ
ル
ク
発
三
月
七
日

ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
の
『
セ
ー
ヴ
ェ
ル
ナ

郷
つ
ぎ
に
そ
の
大
意
を
掲
げ
る
。
原
文
（
英
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ロ
シ
ア
の
蒸
気
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
”
パ
ガ
テ
ィ
リ
“
号
は
、
約
五
ヵ
年
間
故
国
を
留
守
に
し
た
の
ち
、
こ
の
間
同
艦
は
も
っ
ぱ
ら
シ
ナ
や
日
本
の
海
域

で
仕
務
に
つ
い
て
い
た
の
だ
が
、
極
東
か
ら
無
事
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
卜
に
帰
港
し
た
。
帰
途
、
ブ
レ
ス
ト
に
寄
港
し
、
日
本
の
青
年
ら
を
上
陸
さ
逢
越
・

（
皿
）

か
れ
ら
は
ブ
レ
ス
ト
よ
り
陸
路
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
向
っ
た
。

翌
日
、
艦
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
卜
の
提
督
兼
皇
帝
の
海
軍
武
官
で
も
あ
る
ノ
ポ
シ
ル
ス
キ
ー
海
軍
大
将
、
参
謀
部
上
席
の
海
軍
少
将
タ
ウ
ベ
男
爵
ら
の

査
閲
を
う
け
た
。

数
多
の
変
革
や
発
明
が
可
能
に
な
る
。

（
Ⅲ
）
 

ま
た
同
じ
目
的
を
も
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
青
年
ら
も
い
る
。
目
下
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
に
い
る
日

本
人
は
、
わ
が
国
の
コ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
艦
禦
バ
ガ
テ
ィ
リ
鰄
号
で
運
ば
れ
て
来
た
。
同
艦
は
日
本
人
を
シ
ェ
ル
プ
ー
ル
に
上
陸
さ
せ
た
。
そ
こ
か
ら
一
行
は
、

汽
車
で
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
経
由
で
当
地
に
や
っ
て
来
た
。
か
れ
ら
は
ア
ジ
ア
局
に
出
頭
し
た
と
き
、
ロ
シ
ア
滞
在
中
は
同
局
の
保
護
下
に
置
か
れ
る
の

で
あ
る
が
、
洋
服
を
着
て
い
た
。
断
髪
姿
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
容
貌
に
は
ア
ジ
ア
系
の
特
徴
が
著
し
く
、
す
ぐ
生
粋
の
日
本
人
と
わ
か
る
ほ
ど
で
あ
っ

（
８
）
 

（
９
）
 

こ
と
で
あ
る
。
一
行
中
で
い
ち
ば
ん
年
長
者
は
、
わ
ず
か
一
八
歳
で
あ
る
。
最
年
少
者
の
二
人
は
、
わ
ず
か
一
二
歳
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

教
育
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
知
識
を
身
に
つ
け
て
帰
国
し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
が
ま
っ
た
く
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な

た
」
。

（ノ◎ 六
月

パ
カ
テ
イ
リ
号
は
、
一
昨
日
（
五
月
五
日
）
キ
ー
ル
に
到
着
し
、
バ
ル
チ
ッ
ク
海
を
経
て
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
卜
に
着
呼
越
。

「
外
国
情
報
」 日
付
の
つ
ぎ
の
記
事
も
、
在
ハ
ン
ブ
ル
ク
特
派
員
の
通
信
に
よ
る
も
の
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ス
源
は
お
そ
ら
く
ロ
シ
ア
紙
で
あ
る

ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
そ
の
他
’
１
本
紙
特
派
員
よ
り
ハ
ン
ブ
ル
ク
発
六
月
七
日

8９ 



以
上
の
ご
と
く
三
つ
の
記
事
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
間
違
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
部
分
的
に
見
ら
れ
る
が
、
概
ね
正
し
い
も
の
で
あ

る
。
幕
生
ら
が
国
家
目
的
と
し
て
の
ロ
シ
ア
に
派
遮
さ
れ
た
こ
と
。
乗
っ
た
艦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
到
着
後
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
卜
へ
直
行
せ

ず
、
プ
リ
マ
ス
に
寄
っ
た
の
ち
、
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
港
に
寄
港
し
た
こ
と
。
幕
生
ら
は
同
地
で
下
船
し
、
陸
路
ロ
シ
ア
へ
向
っ
た
こ
と
。
和

服
で
な
く
洋
服
で
役
所
（
外
務
省
ア
ジ
ア
局
）
に
出
頭
し
た
こ
と
。
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
を
出
港
し
た
「
パ
カ
テ
ィ
リ
」
号
が
フ
ラ
ン
ス
の
軍

港
ブ
レ
ス
ト
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
の
キ
ー
ル
港
に
寄
港
し
た
の
ち
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
卜
に
向
っ
た
こ
と
。
帰
港
後
、
同
艦
が
軍
幹
部
の
査

閲
を
う
け
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
必
ず
し
も
第
一
級
資
料
と
は
い
え
な
い
が
、
幕
生
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
到
着
後
の
動
向
や
従
来
不
明
で
あ
っ
た
露
艦
「
パ

ガ
テ
ィ
リ
」
号
の
そ
の
後
の
航
跡
を
知
る
う
え
で
貴
重
で
あ
る
。

日
本
駐
箭
オ
ラ
ン
ダ
総
領
躯
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ァ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ロ
ッ
ク
氏
が
開
始
し
た
、
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
通
商
航
海
条
約
を
め
ぐ
る
予
鮒
交

渉
に
つ
い
て
の
憐
報
が
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
届
い
て
い
る
。
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甥曰一意切屏．、Ｒ⑯「＆胃四三○「罫巾「国、○Ｒ８員田口切吾の［Ｃ一一○三旨ｍｍＩ屡］ロののロの曰すの可］凹め（の①ぐの二『◎目、〕ロで目のいの》⑰の０
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鰯シュ目『Ｐ］』の己○ｍ胃。三・軍「の『の、宣旨の二○二ヶ○四己四・一・旨・》⑫８『ぐの三のｍｏｍｐご「問・『忌め⑪口頭の８再巨のの愚》｛。『←ラの
》
」

生
Ｅ
『
已
○
い
の
Ｃ
｛
の
目
身
冒
頭
ｓ
電
の
『
の
己
ず
田
口
○
富
⑰
。
息
夢
の
曰
〕
旨
Ｐ
ｑ
Ｐ
己
冒
ご
Ｐ
］
官
。
｛
の
切
巴
。
■
⑪
・
弓
ず
の
］
閏
の
色
｝
」
②
。
■
の
。
『
己
の
Ｐ
『
『
の
‐

鐸一員一○コの○局旨〔旨の己旨一己の円ｍＣｐｍｇ弓の○○色『←。｛号の弓巨８ＯＰＰ且夛自のＰ一『８ｓ８日目のごｇ已昌の弓、目」一○ｍ。ご
アシ
ケ
。
②
『
」
芸
の
。
。
『
ぐ
の
茸
の
・
句
。
■
『
○
局
ｇ
の
、
の
］
ｏ
巨
口
、
、
の
ど
こ
の
曰
の
三
毛
の
【
の
亘
吾
の
『
８
芹
の
四
ロ
ゴ
の
円
の
。
届
日
。
。
の
■
ご
－
回
ご
函
二
四
ｍ
の
⑰
‐
‐
○
の
『
ロ
］
、
ニ

ロ綜因ロ、房戸冒『のロロラー色目□冒○ゴー‐四一二の臣晒すの。豈○。」９Ｋの」○・弓

［
資
料
二

二
①
厨
・
ａ
・
宮
口
員
〔
費
目
田
§
「
⑩
②
②
紙
に
掲
載
さ
れ
た
ロ
シ
ア
留
学
生
の
記
事

国
。
Ｈ
巴
、
ロ
』
口
←
の
］
」
】
、
の
ｐ
ｏ
Ｐ

ｌ
Ｉ
 

困
口
の
の
』
シ
》
○
国
罰
三
シ
ｚ
ご
》
陣
。
．

（
句
罰
。
旨
○
ご
罰
○
三
二
○
○
”
”
因
の
勺
ｏ
ｚ
Ｄ
団
ｚ
Ｓ
・
）

西
シ
三
国
ロ
幻
○
・
三
回
『
◎
き
『
．
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ＨＡＭＢｕＲＧ，Ｍａｙ７ｔｈ 

ＴｈｅｓｉｘｙｏｕｎｇＪａｐａｎｅｓｅｓｅｎｔｔoRussiahavearrivedatSt・PetersburgandbeempresentedattheAsiatic

DepartmenttotheMinisterforForeignAffairs･ThejVOrther〃Ｂｅ２ｓａｙｓ：必ＩｔｉｓｗｅｌｌｋｎｏｗｎｔｈａｔｔｈｅＧｏｖ－

ｅｒｎｍｅntofJapan，ｉｎｓｅndingtheseyoungmemtoRussia，hadinviewascientificobject；theeldestof 

themisonlyeighteenyearsofage，ａｎｄｔｈｅｔｗｏｙｏｕｎｇｅｓｔａｒｅｏｎｌｙｔｗｅｌｖｅ・TheyaretoreceiveaEuro-

pea、education，ａｎｄthusacquireknowledgethatwillenａｂｌｅｔｈｅｍｏｎｔｈｅｉｒｒｅｔｕｒｎｈｏｍｅｔｏｉｎｔroduce

manyimprovementsandinventionshithertototallyunknowninJapanOtheryoungmenhavebeensent 

toFrance，England，andHollandforthesamepurpose，ＴｈｅＪａｐａｎｅｓｅｎｏｗａｔＳｔ・Petersburgwerebrought

overintheRussiancorvetteBogatyr，whichlElndedthematCherbourg，ｗｈｅｎｃｅｔｈｅｙｃａｍｅｏｎｂｙｔｈｅｒａｉｌ‐ 

waythroughFranceandGerma､y・WhentheypresentedthemselvesattheAsiaticDepartment，mderthe

protectionofwhichtheywillremamduringtheirstayinRussia，theyworeEuropeandressesandhad 

hadtheirhaircut，notwithstandingwhichtheirfeaturesbearsuchastrikmgAsiatictypeａｓｔｏｃａｕｓｅ 

ｔｈｅｍｔｏｂｅｉｍｍｅｄｉａｔｅｌｙｒｅcognisedasgenuinenativesofNiphon.,，TheBogU2Warrivedthedaybeforeyes‐ 

terday（5thMay）ａｔＫｉｅｌ，ｏｎｈｅｒｗａｙｕｐｔｈｅＢａｌｔｉｃｔｏＣｒｏｎｓｔａｄｔ． 
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幕末ロシア留学生に関する一史料

自
彦
の
困
巨
閨
冒
禺
の
⑫
曰
８
『
ぐ
の
耳
の
国
○
ｍ
。
ご
「
》
四
津
の
【
目
呂
の
の
ロ
○
の
。
帛
口
の
胃
」
唇
溥
ぐ
の
量
の
胃
、
》
目
『
旨
、
乏
亘
呂
呂
の
葛
色
、
の
月
一
色
‐

巴
『
の
一
量
の
自
己
一
○
罠
の
」
Ｃ
ご
←
す
の
○
嵐
ご
■
⑪
ロ
ロ
』
四
℃
岱
口
切
一
⑪
ご
Ｃ
ロ
⑪
）
ず
抄
切
⑪
四
民
の
｝
弩
色
目
」
ぐ
の
」
⑪
一
○
円
。
■
⑰
一
曲
』
←
〔
同
○
日
（
ゴ
の
可
⑫
『
因
②
⑰
一
百
一
。
ｐ
○
ゴ
ー

日
、
四
一
国
Ｈ
の
、
一
一
。
｝
四
目
二
（
ず
の
］
Ｃ
Ｅ
ｐ
ｍ
」
四
℃
、
ロ
の
、
の
尋
ケ
。
己
Ｈ
Ｃ
Ｃ
の
①
』
の
ニ
ヰ
ｏ
目
｛
ず
の
口
○
の
計
。
、
言
・
祠
の
（
の
Ｈ
ｍ
す
巨
同
晒
す
】
」
、
ロ
二
・
○
口
一
彦
の

｛
。
］
］
○
重
】
ロ
、
二
口
］
⑫
可
の
諄
「
ｍ
ｍ
ｏ
魚
旨
厨
」
」
琶
旨
、
己
の
具
の
』
ず
］
什
彦
の
勺
○
ユ
レ
ュ
目
胃
⑤
←
し
』
白
時
口
』
ｚ
○
ぐ
○
⑫
」
」
、
【
］
》
ｚ
ｍ
く
四
］
シ
」
』
の
‐
」
⑪
‐
○
四
日
己

。
『
（
ゴ
の
固
曰
で
の
『
○
同
一
餌
口
」
ｇ
の
。
匡
昌
。
［
ｇ
の
口
■
ご
ｍ
］
⑫
冨
宮
》
因
の
四
『
‐
缶
』
曰
」
『
色
｝
国
四
向
。
口
己
四
宮
ず
の
・

し
」
ａ
８
⑰
彦
、
ぐ
の
す
の
①
ロ
『
の
。
①
］
ぐ
の
二
回
一
○
○
己
の
□
ず
回
、
の
ロ
（
す
四
一
已
円
の
」
］
【
口
旨
凹
Ｈ
］
ロ
の
、
。
ご
回
は
○
口
印
す
四
ぐ
の
す
の
①
ロ
○
℃
の
ロ
の
』
す
臣
シ
｛
臣
ご
毒
の
①
【

の
司
口
の
露
ぐ
ｐ
ｐ
ｍ
○
一
ｍ
す
Ｈ
○
○
房
》
片
ケ
の
ロ
ロ
言
ロ
○
○
口
の
巳
。
⑦
ロ
の
吋
巳
目
』
Ｐ
つ
Ｐ
Ｐ
儲
○
局
②
可
の
回
什
琶
○
慰
Ｄ
Ｃ
Ｂ
日
の
円
ｏ
の
、
ロ
ニ
ロ
、
己
、
四
は
Ｃ
ロ
ケ
の
‐

プ
ミ
の
の
ご
号
の
］
輯
言
の
『
。
。
■
員
『
臣
Ｐ
■
」
ロ
の
ご
冒
也
『
穴
．

［
資
料
三
］

注

（
１
）
拙
書
『
幕
末
お
ろ
し
や
留
学
生
』
（
筑
摩
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
や
拙
稿
「
幕
末
ロ
シ
ア
留
学
生
市
川
文
吉
に
関
す
る
一
史
料
」
（
『
社
会
労
働
研
究
』

第
三
九
巻
第
四
号
）
に
お
い
て
、
こ
の
ロ
シ
ア
艦
の
こ
と
を
「
ポ
ガ
テ
ー
ル
」
号
と
表
記
し
た
が
、
「
パ
ガ
テ
ィ
リ
」
と
書
き
表
す
ほ
う
が
ロ
シ
ア
音

に

近
い
｡ 

再
□
の
臼
シ
》
○
国
幻
二
［
シ
ヱ
＆
》
鹿
。

（
句
因
○
三
｛
。
□
困
○
壽
「
Ｚ
ｏ
ｏ
因
困
因
ｍ
ｂ
ｏ
ｚ
Ｄ
因
ｚ
弓
・
）

出
シ
ニ
ロ
ロ
幻
。
》
」
巨
口
の
司
・
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（
２
）
沙
国
○
一
○
国
巴
自
ユ
ロ
の
切
○
旬
】
己
冨
く
の
Ｑ
Ｂ
Ｑ
の
一
○
勺
］
］
Ｂ
ｏ
已
戸
の
一
・
コ
：
。
こ
の
の
》
ロ
の
己
。
：
。
『
一
・
四
口
。
の
。
Ｐ
吾
‐
言
の
⑪
←
□
の
『
○
口
・
三
脚
ａ

田
○
・
丙
口
且
○
・
・
》
巴
・
日
ｏ
Ｐ
ｚ
の
急
因
Ｃ
鳥
口
巳
冒
の
］
す
。
冒
口
の
（
発
行
年
不
明
）
の
一
○
頁
。

（
３
）
東
浦
義
雄
『
カ
メ
ラ
英
国
紀
行
』
（
篠
崎
書
林
、
昭
和
三
一
一
一
年
九
月
）
、
六
二
頁
。

（
４
）
当
初
、
七
名
選
抜
さ
れ
た
が
、
志
賀
浦
太
郎
岡
が
脱
落
し
た
の
で
六
名
と
な
っ
た
。
従
っ
て
六
名
が
正
し
い
。

（
５
）
四
名
は
誰
を
指
す
の
か
不
明
。

（
６
）
蕃
書
調
所
（
開
成
所
）
の
こ
と
。

（
７
）
教
師
と
い
う
よ
り
は
、
稽
古
人
（
学
生
）
。

（
８
）
「
い
ち
ば
ん
年
長
者
」
は
、
山
内
作
左
衛
門
㈹
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
箇
所
は
正
し
く
な
い
。

（
９
）
「
最
年
少
者
の
二
人
」
と
は
、
田
中
次
郎
㈹
と
小
沢
清
次
郎
個
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
じ
っ
さ
い
の
年
齢
と
合
わ
な
い
。

（
、
）
英
仏
蘭
に
派
遣
さ
れ
た
幕
生
の
こ
と
。

（
ｕ
）
西
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
の
コ
ト
リ
ン
島
に
位
置
。

（
、
）
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
、
フ
ィ
ー
ー
ス
テ
ー
ル
県
西
部
の
港
町
（
軍
港
）
。

か
ね
の
り

（
⑬
）
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に
上
陸
さ
せ
た
が
正
し
い
。
市
川
文
士
ロ
の
父
兼
恭
の
自
筆
日
記
（
「
浮
天
斎
日
記
」
）
に
、
「
（
慶
応
二
年
）
一
一
月
九
日
夕
佛

（
シ
ュ
ル
プ
ー
ル
）

セ
ル
ポ
ル
グ
着
」
と
あ
る
。
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幕末ロシア留学生に関する一史料

１９世紀のプリマス港と町並み

〔図版Ｉ〕

露]冠ﾖﾖﾐiliN1＃

１９世紀のプリマス市内

正面左端の建物は、幕生らが宿泊したホテル。正面中央の建物
は、幕生らが観劇した所。

〔図版Ⅱ〕
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1860年代のシェルプールの地図

〔図版Ⅲ〕
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